平成24年度版　NEW CROWN　評価事例


外国語表現の能力（話すこと）
プロトタイプＥ

単元：

BOOK 2，We’re Talking 7
評価の観点（技能）：

外国語表現の能力（話すこと）

評価規準：

too ～で「～すぎる」と苦情を言いながら買い物をする会話をすることが出来る。
評価方法：

【スピーキングテスト（ダイアローグ）】Exerciseのskitとパラレルなタスクを行う。インタビュアー用とインタビュイー用のカードを準備する。それぞれのカードに基づいて，その人物になったつもりで，指示に従ってペアでインタビューテストを行う。その後，別の種類のカードを用いて，インタビュアーとインタビュイーの役割を交代しタスクを行う。
留意点

　テストの際は，生徒がもとの教室に戻って情報交換をすることのないように，人の動きに配慮する（教室１に待機させ，教室２で試験実施後，教室３に移動させる。また，待機中及びテスト終了後に行う課題を与えておく。）ことが必要である。

評価基準：A・B・Cの3段階

①②③それぞれABCでつけて，数値変換して合計し，それをＡＢＣに振り分ける。
①言語的正確さ
A：言語的誤りがほとんどない
B：いくつか言語的誤りがあるが，理解できる範囲の誤りである。
C：伝えたい意図が曖昧になるような言語的な誤りがいくつかある。
②a適切な発話（インタビュアー）
A：相手の答えに応じて，効果的な応答や反応をしている
B：相手の情報を引き出すことが出来る
C：相手の情報を引き出すことが出来ない
③b適切な発話（インタビュイー）
　A：相手の質問に対して，十分な情報量をもって答えている
　B：相手の質問に答えている
　C：相手の質問に答えていない
評価課題：
ロールプレイ・カードに書かれている役になりきって，その内容を英語で相手に伝えましょう。
(1)

(2)


解答例：

(1)

Student A : I like this bag. But it’s too expensive.
Student B : I see. How about this?

Student A : Oh, it’s too heavy. 
Student B : How about this?

Student A : Good. I’ll take it.

(2)

Student A : I want to buy a cell phone. But it’s too large. 

Student B: OK. How about this?
Student A : Well, that’s not my style.
Student B : How about this?

Student A : Cool. I’ll take it.




ロール・プレイ・カード（客用１）


　あなたは買い物をしています。カバンを買おうとしていますが，


①値段が高すぎると，店員に伝えましょう。


②今度は重すぎると，店員に伝えましょう。


③提案されたものを買うと伝えましょう。





ロール・プレイ・カード（店員用）


　あなたは店員です。客が言う苦情に対し，


①別のものを勧めましょう。





②さらに別のものを勧めましょう。





ロール・プレイ・カード（客用２）


　あなたは買い物をしています。携帯電話を買おうとしていますが，


①サイズが大きすぎると店員に伝えましょう。


②今度はデザインが気に入らないと伝えましょう。


③提案されたものを買うと伝えましょう。














ロール・プレイ・カード（店員用）


　あなたは店員です。客が言う苦情に対し，


①別のものを勧めましょう。





②さらに別のものを勧めましょう。








